
表 1．コガタアカイエカ捕集定点（畜舎）の概要（令和元年）
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目的：過去 5 年間の国内における日本脳炎患者発
生数は0 ～ 11 人の間で推移している．また，過去
の全国での日本脳炎流行予測調査の結果から，ウ
イルスは環境中に存在しているといえる[1-5]．近年
においても県内でウイルスの存在が確認されており
[6-9]，日本脳炎の脅威は続いている．そこで，令和
元年度も本研究を継続し，日本脳炎ウイルスを媒
介するコガタアカイエカ Culex tritaeniorhynchus の
発生状況とウイルスの浸淫状況を調査したので報告
する．

Ⅰ．コガタアカイエカ雌成虫の発生調査

調査地と調査方法：蚊の捕集定点は平成 30 年
[10] と同様の場所から「3．小矢部」を除き，「5．
南砺」を加えた5 定点とした（表 1，図 1）．

調査期間および調査方法も平成 30 年とほぼ同
様であった．すなわち，6 月 5 日（第 2 週）から
10 月 30 日（第 5 週）まで，毎週水曜日のみト
ラップを一晩点灯し，捕集を行なった（週 1 捕
集）．なお，電源タイマー（PT50DW　デジタル
プログラムタイマーⅡ，REVEX）によりライト

トラップが毎週水曜日 18 時から翌朝 6 時まで点
灯するよう設定し，毎週木曜日に筆者らが捕集籠
を回収・交換した．このようにして得られた捕集
籠内の蚊類を，検査室にて分類・計数した．

結果：表 2 に，全調査定点における令和元年の成
績を，図 2 に，コガタアカイエカ雌成虫の定点別
捕集数の年次推移を示した．コガタアカイエカは，
調査を開始した6 月第 2 週から5 定点全てにおい
て捕集され，8 月中旬から9 月中旬にかけて捕集
数が多くなった．「4．射水」においては，7 月上
旬にも発生のピークがみられた．5 定点全てにお
いて，捕集数は9 月下旬から顕著に減少した．令
和元年の年間捕集数は，「4．射水」が最も多く，

「１．黒部」，「2．上市」と続いた．
表 3 に，平成 3 年以降のコガタアカイエカ雌成

虫の定点別捕集数を示した．令和元年の捕集数は，
過去の調査実績がない「5．南砺」を除く4 定点
で平成 27 ～ 30 年よりも多かった．また，これら
4 定点の令和元年のピーク時の捕集数は，過去 5
年間で最も多かった（図 2）．
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図 1．コガタアカイエカ捕集定点（令和元年度）
1. 黒部，2. 上市，3. 婦中，4. 射水，5. 南砺

表 2.  5 定点（畜舎）のライトトラップによるコガタアカイエカ雌成虫の捕集数 ( 令和元年 )
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図 2．5 定点におけるライトトラップによるコガタアカイエカ雌成虫の捕集数（平成 27 ～令和元年）
「4．射水」および「5．南砺」は，各々調査実績のある平成 29 年または令和元年からの成績を示した．
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表 3．5 定点のライトトラップにおける平成 12 年以降のコガタアカイエカ雌成虫の年間捕集数
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表 4．豚血清における日本脳炎ウイルスのHI 抗体保有状況（令和元年）

Ⅱ．豚血清の日本脳炎HI抗体保有調査

調査対象と検査方法： 7 月 1 日から10 月 29 日
までの約 4 ヶ月間，富山食肉総合センターに搬入
された生後 6 か月の県内産（小矢部市，南砺市，
立山町，黒部市）の豚を対象として，月 3 回，各
10 頭ずつから血液を採取し，合計 120 頭の日本脳
炎ウイルスに対する抗体保有状況を調査した．抗
体価の測定は例年と同様に感染症流行予測調査事
業検査術式［11］に従った．すなわち，アセトン
処理を2 回行うことにより，被検血清から非特異
的赤血球凝集抑制物質を除去した後，日本脳炎
CF，HI 試薬「生研」JaGAr01 株（デンカ生研）
を抗原として，赤血球凝集抑制（HI）反応により
抗体価を測定した．血球はガチョウの赤血球を用
い，マイクロタイター法で行った．抗体価 10 倍
以上を抗体陽性とした．さらに，抗体価 40 倍以
上を示した血清について37℃で1 時間 2 －メルカ

プトエタノール（2-ME）処理を行い，抗体価が8
倍以上下がれば2-ME 感受性陽性（＝ IgM 抗体
陽性）とし，新鮮感染とみなした．

結果：令和元年のHI 抗体価の測定結果を表 4 に
示した．令和元年は，9 月下旬に抗体陽性の豚が
10％確認されたが，その他の期間には抗体陽性の
豚は確認されなかった． 

Ⅲ．蚊と豚からの日本脳炎ウイルス分離

調査対象と検査方法：令和元年 5 月から9 月に
かけて，県内の富山空港，富山新港，伏木港，富
山港，射水市牛舎，宇奈月温泉で捕集された蚊を
ウイルス分離に用いた．また，抗体調査に用いた
豚血清のうち，8 月から10 月に採取した豚血清
90 検体についてもウイルス分離を行った．分離に
は，ヒトスジシマカ由来のC6/36 細胞とアフリ

－ 86 －

富山衛研年報　第43号（2020）



カミドリザル由来のVero9013 細胞を用いた．細
胞変性が現れた検体の培養上清について，日本脳
炎ウイルス NS3 領域を対象としたリアルタイム
RT-PCR[12] を実施した．

結果：捕集蚊 48 プール（369 個体）および豚血
清 90 検体から日本脳炎ウイルスは分離されな
かった． 

考　　察

令和元年の調査では，コガタアカイエカの捕集
数は，平成 27 ～ 30 年と比較して多かった．抗体
陽性の豚は1 頭確認された．蚊および豚血清から
日本脳炎ウイルスは分離されなかった．

これまでの調査結果 [6-10,13-14] より，蚊および
豚における日本脳炎ウイルスの流行は小規模な年
と大規模な年があると考えられる．平成 26 ～ 30
年の調査における採血週あたりの豚のHI 抗体保
有率は，各々 0 ～ 5％，0 ～ 10％，0 ～ 55％，0 ～
25％，0％であった[6-10]．また，過去 5 年間の調
査では，平成 27，28，29 年に蚊または豚血清か
ら日本脳炎ウイルスが分離され，平成 26，30 年
はウイルスが分離されていない[6-10]．

以上のことから，過去 5 年間と比較して，令和
元年の蚊および豚における日本脳炎ウイルスの流
行は，流行の規模が大きかった平成 28 年や平成
29 年に比べて小規模であったと推測された．さら
に，令和元年に抗体を保有する豚が確認されたの
は9 月下旬であったが，この時期にはコガタアカ
イエカの発生数が顕著に減少していた．したがっ
て，令和元年における日本脳炎ウイルスが蚊から
ヒトへ感染する機会は，比較的少なかったと推測
された．
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